
小学校 確認シート

令和３年度

全国体力・運動能力、運動習慣等調査報告書

令和元年度から指摘された①運動時間の減少②学習以外のスク
リーンタイムの増加③肥満傾向のある児童の増加について、新型コ
ロナウイルス感染症の影響を受け、更に拍車がかかったと考えられ
ます。また、感染拡大防止に伴い、学校での活動が制限されたことで、
体育の授業以外での体力向上の取組が減少したことも考えられます。

一方で、約３割の児童は「運動やスポーツをする時間が増えた」と回答
その特徴は①体力水準が高い②運動やスポーツの大切さを感じている

●体力合計点は男女ともに低下しています

低下の主な背景

要Check

総合評価

総合評価

●約４割の児童が「運動やスポーツをする時間が減った」と回答しました

≪総合評価（段階別）の経年変化≫

男子 女子

女子

男子

男子

女子

～運動やスポーツの大切さを体感できる取組の継続が心身の健やかな成長につながる～

≪体力合計点の経年変化≫

≪新型コロナウイルス感染症の影響を受ける前と現在の運動やスポーツへの取組時間の変化≫
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全国平均 16.22 18.89 33.49 40.36 46.85 9.45 151.43 20.58 52.53 8.8

自校の平均

全国平均 16.09 18.07 37.92 38.73 38.16 9.64 145.22 13.30 54.66 14.4

自校の平均
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確認 自校の実技・運動時間の結果はどうでしたか？
データは結果資料

CDで見られます

●児童（自校）の体力や運動習慣状況を確認してみましょう

●取組事例校について

「運動好きの児童を増やし、コロナ禍においても児童の体力向上の成果を挙げることができた学校の取組事例を紹介」

→報告書P.39～P.47参照

●体育授業の充実に役立つコンテンツ紹介

NHK for School（NHK） 小学校体育（運動領域）
デジタル教材（文部科学省）

運動嫌いな子、ゼロへ！

運動好きな子を育む

学校全体での取組
体育授業の中で運動時間を確保し、
児童の自主的な活動を促し全員が
達成感を味わうことのできる工夫を
する等、体育授業や運動が楽しい児
童を増やす取組。

身体を動かす楽しさと

主体性を意識した多面的

アプローチ

体力向上プロジェクトとして、「運
動の日常化」を目指す運動環境づ
くりや非接触でも楽しめる体育を実
践。体力の向上だけにとらわれな
い様々な健康教育も実施。

結果資料CDを活用し、自校の状況を表に記入してみましょう

授業改善・環境づくりで

子供の心に火をつける

友達と一緒に運動の楽しさ、おもし
ろさにふれる学びの工夫をこらした
体育授業と運動環境づくりから、授
業内外において力いっぱい運動す
る運動好きな子供の育成を目指した
取組。

要Check

小学校の事例校では、運動の行い方やポイントを分かりやすく示すことや、自己や仲間の体力の課題をもちや

すくするような教材・教具の工夫といった「体育授業改善の取組」が行われていました。また、学校内にある固定

遊具を利用した運動遊びの紹介や運動環境づくり、異学年での運動の実施など「授業外の時間の充実」を図る

取組がみられました。加えて、「体育専科教員の配置」や教員同士が児童の体力についての情報を共有したり教

え合ったりしながら、運動好きを育み体力向上を目指す「教員間のチームワーク」という特徴もみられました。

て ら お

高崎市立寺尾小学校（群馬県）

体育・保健体育科の指導に
おけるＩＣＴの活用について
（文部科学省）

な ぜ

奄美市立名瀬小学校（鹿児島県）

Check CheckCheck

とおづ

高知市立十津小学校（高知県）

ふちゅうだいさん

府中市立府中第三小学校（東京都） 児童が遊び出す環境づくり

～遊びの紹介と遊具活用、そして
教師間のチームワーク～

多様な動きを経験できる遊びの
紹介や豊富な固定遊具の活用、教
師間のチームワークにより児童が
遊び出す環境づくりを実現。


